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4月臨時会の様子



令
和
2
年
第
1
回
定
例
会
が
2
月
26

日
か
ら
3
月
23
日
ま
で
の
27
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
条
例
の
制
定
2
件
、
条
例
の
改
正

13
件
、
条
例
の
廃
止
1
件
、
補
正
予
算

関
係
7
件
、
当
初
予
算
関
係
10
件
、
そ

の
他
10
件
、
人
事
関
係
4
件
、
合
計
47

件
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
議
決
結
果
は
4
・
5
ペ
ー
ジ

の
議
決
一
覧
表
に
て
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
。

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
る
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
伴
う
所

要
の
改
正
を
す
る
た
め
、
関
係
す
る
条

例
8
本
を
一
つ
の
整
備
条
例
と
し
て
制

定
す
る
。

○
恵
那
市
議
会
議
員
及
び
恵
那
市
長
の

選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
制
定

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

恵
那
市
議
会
議
員
及
び
恵
那
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

の
公
営
に
つ
い
て
定
め
る
。

○
恵
那
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

交
通
施
策
を
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
の

分
掌
事
務
に
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
。

○
恵
那
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

第
3
次
恵
那
市
定
員
適
正
化
計
画
の

推
進
に
伴
い
、
職
員
の
定
数
を
改
め
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を

す
る
。

○
恵
那
市
役
所
振
興
事
務
所
等
設
置
条

例
の
一
部
改
正

新
た
に
恵
那
中
央
出
張
所
を
設
置
す

る
た
め
、こ
の
条
例
を
一
部
改
正
す
る
。

○
恵
那
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
住
民
票
の
除
票
の
写
し
等
の
交
付

手
数
料
を
定
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
。

○
恵
那
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

印
鑑
登
録
証
明
事
務
処
理
要
領
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
印
鑑
の
登
録
資
格
を

変
更
す
る
な
ど
、所
要
の
改
正
を
す
る
。

○
恵
那
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
基
礎
賦
課
限
度
額
を
引
き

上
げ
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

○
恵
那
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

放
課
後
児
童
指
導
員
の
研
修
に
関
す

る
経
過
措
置
期
間
を
延
長
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
。

○
恵
那
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
料
の
保
険
料
率
に
関
す
る

所
要
の
改
正
を
す
る
。

○
恵
那
市
企
業
等
立
地
促
進
条
例
の
一

部
改
正

奨
励
措
置
を
受
け
る
た
め
の
要
件
に

農
業
を
加
え
る
な
ど
所
要
の
改
正
を
す

る
。

○
恵
那
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

○
恵
那
市
一
般
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

民
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
不
正
行

為
に
よ
っ
て
入
居
し
た
者
に
対
す
る
請

求
額
の
算
定
に
利
用
す
る
利
率
を
変
更

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

○
恵
那
市
消
防
関
係
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に

関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
手

数
料
の
納
付
区
分
に
圧
縮
水
素
自
動
車

燃
料
装
置
用
容
器
を
加
え
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
。

○
恵
那
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
取
扱

い
を
改
め
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
す

る
。

○
恵
那
市
市
民
農
園
条
例
の
廃
止

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
市
民
農
園
を
廃

止
す
る
。

○
人
権
擁
護
委
員

現
委
員
で
あ
る
堀
恒
夫
氏
の
任
期
満

条
例
関
係

条
例
の
廃
止

人
事
関
係

令
和
二
年  

第
一
回
定
例
会

一
般
会
計
予
算
２
５
５
億
６
千
万
円
を
可
決

「
は
た
ら
く
」「
た
べ
る
」「
く
ら
す
」「
ま
な
ぶ
」

４
本
柱
で
構
成
さ
れ
る
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
審
議

議 会 だ よ り
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了
に
伴
い
、
新
た
に
堀
昭
芳
氏
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

堀　

昭
芳
氏
（
串
原
）
新
任

現
委
員
で
あ
る
鈴
木
雅
博
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
桜
井
正
之
氏
を

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

桜
井
正
之
氏
（
山
岡
町
）
新
任

現
委
員
で
あ
る
鈴
村
八
枝
子
氏
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
再
び
同
氏
を
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
。

鈴
村
八
枝
子
氏
（
中
野
方
町
）
再
任

現
委
員
で
あ
る
舘
林
繁
伸
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
後
藤
次
哉
氏
を

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

後
藤
次つ

ぐ

哉や

氏
（
飯
地
町
）
新
任

○
城
ヶ
丘
こ
ど
も
園

学
校
法
人 

荻
須
学
園

○
岩
村
こ
ど
も
園

学
校
法
人 

恵
峰
学
園

○
恵
那
市
恵
那
峡
公
園

一
般
社
団
法
人 

恵
那
市
観
光
協
会

○
字
の
区
域
の
変
更

中
野
方
町
地
内
の
一
部
の
字
の
区
域

を
変
更
す
る
。

○
財
産
の
無
償
譲
渡

永
平
集
会
所
の
土
地
及
び
建
物
を
認

可
地
縁
団
体
に
譲
渡
す
る
。

○
令
和
2
年
度
当
初
予
算
関
係

一
般
会
計
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
す
た
め
の
議
場
傍
聴
席
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
事
業
を
は
じ
め
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
除
去
給
食
を
提
供
す
る
た
め
の

恵
那
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
給
食
室
建
設
事
業
費
、
今

後
計
画
的
に
実
施
す
る
小
中
学
校
ト
イ

レ
洋
式
化
設
計
事
業
、
老
朽
化
し
た
設

備
を
更
新
す
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
明

日
香
苑
と
福
寿
苑
の
大
規
模
改
修
事

業
、
長
屋
門
移
築
保
存
工
事
を
含
む
明

治
天
皇
大
井
行
在
所
整
備
事
業
、
市
立

恵
那
病
院
職
員
宿
舎
建
設
事
業
、
消
防

本
部
指
揮
車
購
入
事
業
な
ど
を
計
上
し

た
。ま

た
、「
は
た
ら
く
」「
た
べ
る
」「
く

ら
す
」「
ま
な
ぶ
」
に
重
点
を
置
い
た

主
要
事
業
で
は
、
Ｗ
Ｒ
Ｃ
開
催
啓
発
な

ど
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
、
ご

み
減
量
化
対
策
と
し
て
、
新
た
に
4

カ
所
の
地
域
常
設
回
収
拠
点
設
置
事

業
、
小
中
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
事
業
な
ど
の
経
費
を
計
上
し
、

2
5
5
億
6
千
万
円
前
年
比
7
千
万
円

増
と
前
年
と
同
規
模
の
予
算
と
す
る
。

特
別
会
計
で
は
、
令
和
2
年
度
か
ら

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
と
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
を
下
水
道

事
業
会
計
と
し
、
企
業
会
計
へ
移
行

す
る
た
め
、
全
体
で
は
1
1
8
億
3
，

1
2
0
万
円
前
年
比
18
億
４
６
０
万
円

減
を
計
上
す
る
。

企
業
会
計
で
は
、
新
し
く
下
水
道
事

業
会
計
が
加
わ
っ
た
た
め
、
全
体
の
企

業
会
計
は
95
億
2
，6
7
0
万
円
前
年

比
29
億
３
，１
４
０
万
円
増
を
計
上
す

る
。

○
令
和
元
年
度
補
正
予
算
関
係

一
般
会
計
で
は
、
公
債
費
元
金
の

繰
上
償
還
10
億
5
，3
0
0
万
円
の

増
、
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事

業
費
4
億
5
，3
9
5
万
5
千
円
の

増
、
市
道
飯
地
中
野
方
線
工
事
費
3
，

8
4
0
万
円
の
増
、
企
業
立
地
奨
励
金

の
精
算
に
よ
る
5
，3
5
7
万
9
千
円

の
減
、
差
引
で
13
億
8
，5
0
1
万
円

を
増
額
補
正
す
る
。

特
別
会
計
で
は
、
主
に
事
業
の
精
算

に
よ
る
も
の
で
、
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
で
6
2
9
万
2
千
円
の

増
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
で
4
，

5
8
3
万
2
千
円
の
減
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
で
3
0
9
万
円
の
減
、

全
体
で
4
，2
6
3
万
円
を
減
額
補
正

す
る
。

企
業
会
計
で
は
、
主
に
事
業
の
精
算

に
よ
る
も
の
で
、
水
道
事
業
会
計
7
，

5
7
3
万
4
千
円
の
減
、
病
院
事
業

5
5
6
万
1
千
円
の
減
、
全
体
で
8
，

1
2
9
万
5
千
円
を
減
額
補
正
す
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
、
3
月
13
日
の
本
会
議
か
ら
傍

聴
席
を
閉
鎖
し
て
開
催
し
ま
し
た
。）

指
定
管
理
者
の
指
定

そ
の
他

予
算
関
係

当
初
予
算
一
般
会
計

2
5
5
億
6
千
万
円
可
決

補
正
予
算
可
決

公
債
費
元
金
の
繰
上
償
還
や
小
中
学

校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
な
ど

３
月
議
会
定
例
会
傍
聴
者
数　
５
名

恵那市学校給食センター

議 会 だ よ り
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３月議会定例会　議決結果
（全会一致分）

議　　　　案　　　　名 採決結果

条
例
関
係

恵那市議会議員及び恵那市長の選挙におけるビラの作成の公営に関する条例の制定について 可　決

恵那市行政組織条例の一部改正について 可　決

恵那市職員定数条例の一部改正について 可　決

恵那市手数料条例の一部改正について 可　決

恵那市印鑑条例の一部改正について 可　決

恵那市国民健康保険条例の一部改正について 可　決

恵那市介護保険条例の一部改正について 可　決

恵那市企業等立地促進条例の一部改正について 可　決

恵那市営住宅条例の一部改正について 可　決

恵那市一般住宅条例の一部改正について 可　決

恵那市消防関係手数料徴収条例の一部改正について 可　決

恵那市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 可　決

恵那市市民農園条例の廃止について 可　決

人
事
関
係

人権擁護委員の候補者の推薦について（堀 昭芳氏） 同　意

人権擁護委員の候補者の推薦について（桜井 正之氏） 同　意

人権擁護委員の候補者の推薦について（鈴村 八枝子氏） 同　意

人権擁護委員の候補者の推薦について（後藤 次哉氏） 同　意

そ　

の　

他

字の区域の変更について（中野方町） 可　決

指定管理者の指定について（恵那市恵那峡公園） 可　決

財産の無償譲渡について（長島町永平集会所） 可　決

多治見市と恵那市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更について 可　決

中津川市と恵那市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更について 可　決

瑞浪市と恵那市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更について 可　決

恵那市と土岐市との間の証明書の交付等に係る事務委託に関する規約の変更について 可　決

土岐川防災ダム一部事務組合規約の変更について 可　決

令和元年度恵那市国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号） 可　決

令和元年度恵那市介護保険事業特別会計補正予算（第4号） 可　決

令和元年度恵那市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可　決

令和元年度恵那市水道事業会計補正予算（第3号） 可　決

令和元年度恵那市病院事業会計補正予算（第4号） 可　決

令和元年度恵那市国民健康保険診療所事業会計補正予算（第3号） 可　決

令
和
2
年
度
当
初
予
算
関
係

令和2年度恵那市遠山財産区特別会計予算 可　決

令和2年度恵那市上財産区特別会計予算 可　決

令和2年度恵那市後期高齢者医療特別会計予算 可　決

令和2年度恵那市水道事業会計予算 可　決

令和2年度恵那市下水道事業会計予算 可　決

令和2年度恵那市病院事業会計予算 可　決

令和2年度恵那市国民健康保険診療所事業会計予算 可　決

議 会 だ よ り
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３月議会定例会　議決結果
（採決が分かれたもの）

会派・議員名

議　案　名

結　
　

果

新　　政　　会 共産党 無 公 市 リ

柘
植　
　

羌

堀　
　

光
明

荒
田　

雅
晴

後
藤　

康
司

鵜
飼　

伸
幸

千
藤　

安
雄

橋
本　

平
紀

近
藤　

純
二

中
嶋　

元
則

西
尾　
　

努

柘
植　

孝
彦

水
野　

功
教

遠
山　

信
子

堀　
　
　

誠

町
野　

道
明

安
藤　

直
実

佐
々
木　

透

条
例
関
係

会計年度任用職員制度の導入に伴う関係

条例の整備に関する条例の制定について

可　

決
○○○

議
　
長
○○○○○○○××○○○○

恵那市役所振興事務所等設置条例の一部

改正について

可　

決
○○○

議
　
長
○○○○○○○××○○○○

恵那市放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部

改正について

可　

決
○○○

議
　
長
○○○○○○○××○○○○

そ　

の　

他

指定管理者の指定について

（城ケ丘こども園）

可　

決
○○○

議
　
長
○○○○○○○××○○○○

指定管理者の指定について

（岩村こども園）

可　

決
○○○

議
　
長
○○○○○○○××○○○○

補
正
予
算
関
係

令和元年度恵那市一般会計補正予算

（第7号）

可　

決
○○○

議
　
長
○○○○○○○××○○○○

令
和
２
年
度
当
初
予
算
関
係

令和2年度恵那市一般会計予算
可　

決
○○○

議
　
長
○○○○○○○××○○○○

令和2年度恵那市国民健康保険事業

特別会計予算

可　

決
○○○

議
　
長
○○○○○○○××○○○○

令和2年度恵那市介護保険事業

特別会計予算

可　

決
○○○

議
　
長
○○○○○○○××○○○○

＊共産党：日本共産党、公：公明党、無：無所属、市：市民ネット、リ：リベラルえな� ○：賛成、×：反対

議 会 だ よ り
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3月議会委員会報告

恵那市役所振興事務所等設置条例を一部改正し、バロー恵那ショッピングセンター内に出張所を設
け、住民票発行窓口など市民サービスの向上を目指す。
事業費は25,270万円（うち地方創生推進交付金　補助率1/2）

１．窓口サービスの拠点
住民票や印鑑登録証明書などの証明発行窓口
平日　　　　午前10時00分から午後8時00分まで
土日、祝日　午前  9時30分から午後8時00分まで

２．食に関する情報発信の拠点
４本柱（はたらく、たべる、くらす、まな
ぶ）のうちの「食」に重点を置き、たべるプ
ロジェクト事業として食を通じた健康づくり、
料理教室開催などに取り組むもの。キッチン
スペースを設置し、料理教室を行いながら、
食べ物を通して情報発信の拠点とする。

３．女性の活躍を推進する総合拠点
結婚や子育て、就業などライフステージに
応じた相談、セミナー、交流会などの総合拠
点とする。女性が暮らしやすく働きやすい環
境づくりの推進を行い、地方創生につなげる。

バロー恵那ショッピングセンターに
恵那中央出張所開設

総 務 文 教
委 員 会

恵那峡ビジターセンター

恵那中央出張所

議 会 だ よ り
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3月議会委員会報告

恵那市では、地域包括支援センターを平成18年４月に設置し、高齢者が住み慣れた地域で生きが
いを持ち、安心してその人らしい生活をしていくことができるよう、福祉や保健などさまざまな面か
ら支援をしてきました。

しかし、少子高齢化が進み、高齢化率
が上昇するなか、要介護・要支援者の増
加、ひとり暮らしの高齢者世帯や高齢夫
婦世帯の増加など、高齢者を取り巻く環
境は大きく変化しています。今後、支援
を必要とする高齢者の増加が見込まれる
ことから、高齢者支援の強化を目指し、
運営体制を充実するため、新たに山岡振
興事務所内に恵南地域包括支援センター
を開設、笠置・中野方・飯地を対象とし
た、巡回型の笠周高齢者相談窓口が４月
から開始されました。
今後は地域において、より身近となっ

た専門の職員による窓口の充実と、今ま
で以上のよりきめ細やかな対応が期待さ
れます。

笠
りっしゅう

周地域では巡回型の高齢者相談窓口を開始
～令和２年度予算～

恵南地域包括支援センターを開設市 民 福 祉
委 員 会

観光ビジョンでは、観光を産業として捉え、
持続可能な地域づくりを推進するため、恵那市
を観光に携わるすべての者が稼ぐことができる
観光地とし、これにより魅力的な雇用が確保さ
れ、ひいては定住促進につながるように取り組
むとし、目指すべき将来像を「恵那らしさを追
求した、稼ぐ観光地」としている。
この観光ビジョンでは、その実現に向けた方
策と手順を行政と観光協会、地域商社、事業者
等の観光に携わるすべての者が共有することで、

恵那市における望ましい観光の在り方を実現し
ようとするものです。
これら観光ビジョンとアクションプランの着

実な推進により、恵那市の観光の質を向上し、
満足度の高い、観光客に何度も足を運んでいた
だける観光地へと成長させ、域外から得た観光
消費を観光資源へ再投資することで、観光地と
してさらにレベルアップしていく好循環の成長
を遂げる真の観光地を目指すとしている。持続
可能な観光地づくりを推進していただきたい。

恵那市観光ビジョンを策定
恵那らしさを追求した、稼ぐ観光地

経 済 建 設
委 員 会

恵南地域包括支援センター

議 会 だ よ り
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令
和
2
年
第
2
回
臨
時
会
が
4
月
21

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
補

正
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
た
め
、
緊
急

に
招
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
条
例
の
専
決
処
分
３
件
、
条
例
の

改
正
2
件
、
人
事
案
件
1
件
、
補
正
予

算
関
係
2
件
、
合
計
8
件
。
主
な
議
案

は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
議
決
結
果
は
議
決
一
覧
表
に

て
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

○
恵
那
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
受
給
者
の
扶

養
親
族
等
申
告
書
の
記
載
を
簡
素
化
す

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

○
恵
那
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改

正地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

引
用
す
る
条
文
を
変
更
す
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
す
る
。

○
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
及
び
不
均
一
課

税
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

地
方
再
生
法
第
17
条
の
6
の
地
方
公

共
団
体
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
減
収
補
填
措
置
の
適
用
期
限

を
2
年
間
延
長
す
る
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
す
る
。

○
恵
那
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
通
知
カ
ー

ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
（
1
枚

5
0
0
円
）
を
削
除
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
。

○
恵
那
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
す
る
な
ど
し
て
収
入
が
減
っ
た
給
与

所
得
者
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

方
に
、
給
与
収
入
の
減
収
を
補
填
す
る

傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
。

条
例
関
係

○
令
和
2
年
度
恵
那
市
一
般
会
計
補
正

予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
労
働
者
や
事
業
者
を
支
援

す
る
事
業
、
高
齢
者
や
子
ど
も
の
感

染
防
止
を
目
的
と
し
た
事
業
な
ど
に

1
億
9
，1
3
0
万
７
千
円
、
中
山
道

広
重
美
術
館
の
空
調
設
備
緊
急
修
繕
に

3
，4
8
4
万
3
千
円
、
合
計
2
億
2
，

6
1
5
万
円
を
増
額
補
正
す
る
。

○
令
和
2
年
度
恵
那
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
給
与
収
入
の
減
少
を
補
填
す
る
傷
病

手
当
金
1
0
0
万
円
を
増
額
補
正
す

る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
、
傍
聴
席
を
閉
鎖
し
て
開
催
し

ま
し
た
。）

予
算
関
係

4
月
議
会
臨
時
会
傍
聴
者
数　
0
名

令
和
二
年 

第
二
回
臨
時
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
８
件
に
つ
い
て
審
議

4月議会臨時会　議決結果（全会一致分）
議　　　　案　　　　名 採決結果

条
例
関
係

専決処分の承認について（専第3号　恵那市税条例等の一部改正について） 承　認

専決処分の承認について（専第4号　恵那市都市計画税条例の一部改正について） 承　認

専決処分の承認について（専第5号　恵那市地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の一部改正について） 承　認

恵那市手数料条例の一部改正について 可　決

恵那市国民健康保険条例の一部改正について 可　決

人事関係 恵那市遠山財産区管理会委員の選任について（水野 巧真氏） 同　意

補
正
予

算
関
係

令和2年度恵那市一般会計補正予算（第1号） 可　決

令和2年度恵那市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 可　決

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　
阿
木
川
ダ
ム
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
、
最
近
の
異
常
気
象
の
も

と
下
流
に
住
む
市
民
へ
の
情
報
提
供
な

ど
安
全
対
策
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　

毎
年
、
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
前
に
、

阿
木
川
ダ
ム
管
理
所
、
中
部
電

力
、
恵
那
漁
協
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
恵
那
警

察
署
、
国
交
省
中
部
地
方
整
備
局
、
恵

那
土
木
事
務
所
、
そ
し
て
恵
那
市
で
組

織
を
し
て
い
る
阿
木
川
ダ
ム
防
災
操
作

連
絡
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ダ
ム
の
緊

急
放
流
の
備
え
、
関
係
機
関
で
随
時
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

住
民
と
は
、
阿
木
川
を
含
め
た
市
内

の
中
小
河
川
の
危
険
箇
所
を
、
地
元
自

治
会
、
そ
し
て
阿
木
川
ダ
ム
管
理
所
、

県
及
び
市
合
同
で
点
検
し
、
三
者
連
携

の
体
制
も
仕
組
ん
で
い
る
。

今
年
度
は
、
近
年
の
異
常
豪
雨
の
頻

発
化
か
ら
、
ダ
ム
管
理
所
は
、
事
前
放

流
や
緊
急
放
流
時
に
河
川
内
の
利
用
者

や
河
川
沿
い
の
住
民
に
危
険
を
知
ら
せ

る
た
め
の
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の

増
設
等
を
行
っ
た
。
岐
阜
県
は
水
防
法

の
改
正
に
よ
り
、
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
公
表
し
、
近
年
の
中
小
河
川
洪
水

対
策
と
し
て
、
危
機
管
理
型
の
水
位
計

の
設
置
を
行
っ
た
。
市
は
、
住
民
へ
の

浸
水
想
定
区
域
な
ど
の
危
険
箇
所
や
避

難
情
報
の
提
供
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
や
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
用
い
た
避
難
行
動
説
明
会

を
、
毎
年
、
雨
季
前
に
全
13
地
域
を
対

象
と
し
て
市
民
と
の
情
報
共
有
に
努
め

て
い
る
。�

（
建
設
部
長
）

　
　
　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
市

民
が
常
に
意
識
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
に
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
。

　
　
　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
17
の
目
標
の
実
現
を
図
る

必
要
か
ら
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
の
策
定
を
進
め
、
2
0
5
0
年
、
二

酸
化
炭
素
排
出
実

質
ゼ
ロ
表
明
、
通

称
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ

ン
・
シ
テ
ィ
の
表

明
の
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

�（
水
道
環
境
部
長
）

問答

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

市
の
取
り
組
み
は

問答

　
　
　

国
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

を
進
め
て
い
ま
す
。
恵
那
市
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
働
き
方
改
革
で
教
師
の
時
間
が
制

約
さ
れ
る
中
で
、
子
供
た
ち
に
「
生
き

る
力
」
を
最
大
限
つ
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
強
く
進
め
て

い
き
た
い
こ
と
は
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
目
的
に

向
か
っ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
い
く
力
、

こ
れ
に
関
連
し
て
、
情
報
を
収
集
し
た

り
、
表
現
し
た
り
す
る
力
、
他
と
強
調

し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る

力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
当
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

当
市
が
学
校
教
育
の
重
点
に
し
て
き

た
「
主
体
性
と
社
会
性
、
郷
土
愛
の
育

成
」
を
更
に
推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
Ａ
Ｉ
化
が
さ
ら
に
進
む
社

会
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。「
自
ら
考
え
、

自
ら
判
断
し
、
自
分
で
決
め
て
、
よ
り

よ
く
行
動
で
き
る
力
」
が
必
要
で
す
。

恵
那
を
心
か
ら
愛
す
る
心
豊
か
な
人

で
あ
る
と
同
時
に
、
多
様
な
場
面
、
思

い
が
け
な
い
場
面
に
出
会
っ
て
も
、
適

切
に
対
応
し
て
い
け
る
人
を
育
て
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
運
営
協
議

会
が
核
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
や
、
地
域
の
方
々
の
願
い
、
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
る
地
域
学
校
協
働
活
動
を

推
進
し
た
い
。�

（
教
育
長
）

問コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、

地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進

答

異
常
気
象

阿
木
川
ダ
ム
安
全
性
の
確
認

教
育
委
員
会
と
し
て

強
く
進
め
て
い
き
た
い
こ
と
は

堀
ほり

　 光
みつ

明
あき

児童生徒全員に配置予定のタブレット端末

阿木川ダム

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　
昨
年
の
12
月
18
日
に
大
井
町
か

ら
武
並
町
を
結
ぶ
長
島
ト
ン
ネ

ル
新
設
工
事
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た

が
、
工
事
説
明
会
の
予
定
は
。

　
　
　

今
回
、
発
注
・
契
約
さ
れ
た
長

島
ト
ン
ネ
ル
は
、
大
井
町
長
丘

地
区
か
ら
武
並
町
藤
の
田
尻
地
区
ま
で

の
区
間
で
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
、

Ｊ
Ｒ
東
海
と
共
同
企
業
体
で
工
事
施
工

計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
工
事
説
明
会

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
ま
だ
決

定
し
た
と
い
う
情
報
提
供
は
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

工
事
車
両
の

通
行
協
定
の
締
結
は

　
　
　
工
事
車
両
の
通
行
は
、
通
勤
・

通
学
・
観
光
等
を
含
め
近
隣
住

民
の
生
活
環
境
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

す
た
め
、
工
事
に
入
る
前
に
「
工
事
車

両
の
通
行
等
に
関
す
る
確
認
書
」
の
締

結
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　

近
隣
の
沿
線
市
町
村
に
お
い
て

も
、
通
行
の
安
全
性
、
市
道
沿

線
の
安
全
性
、
環
境
等
に
つ
い
て
の
協

定
を
締
結
さ
れ
て
お
り
、
岐
阜
県
に
お

い
て
も
道
路
の
維
持
管
理
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ア
建
設
工
事
に
係
る
車
両
の
通

行
に
関
し
て
は
道
路
の
維
持
管
理
や
修

繕
、
安
全
対
策
・
環
境
対
策
な
ど
の
項

目
に
つ
い
て
も
協
定
書
を
結
ん
で
、
し

っ
か
り
し
た
対
応
を
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
東

海
に
求
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。�

（
建
設
部
長
）

そ
の
他
の
質
問

歴
史
・
民
俗
資
料
等
の
調
査
維
持
管

理
に
つ
い
て

問答問答

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

工
事
に
と
も
な
う
諸
課
題

　
　
　

新
年
度
の
予
算
に
組
ま
れ
た
新

生
児
の
難
聴
調
査
と
は
。ま
た
、

難
聴
に
つ
い
て
成
長
の
過
程
で
の
調
査

は
。

　
　
　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
新
生
児
の

聞
こ
え
を
確
認
す
る
調
査
で
、

先
天
性
難
聴
の
発
見
を
目
的
に
し
、検

査
費
用
の
2
分
の
1
を
助
成
し
ま
す
。ま

た
、3
歳
児
健
診
、就
学
前
健
診
、小
学

1
、2
、5
、6
年
生
、中
学
1
、3
年
生

で
も
聴
力
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

先
天
性
難
聴
の
原
因
と
し
て
、風
疹

等
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

後
天
性
の
原
因
に
は
、お
た
ふ
く
等
の
ウ

イ
ル
ス
感
染
等
で
す
。

ま
た
加
齢
に
よ
る
難
聴
は
、誰
に
で
も

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、悪
化
の
原
因

と
し
て
、生
活
習
慣
病
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。市
で
は
、特
定
健
診
の
結
果
に
基

づ
き
、生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
の
た
め

の
保
健
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　

難
聴
を
抱
え
て
み
え
る
方
は
。

　
　
　

重
度
の
方
は
71
名
。高
度
の
方

は
1
3
5
名
。
65
歳
以
上
が
約

8
割
。女
性
が
約
6
割
で
す
。

　
　
　

加
齢
に
よ
る
難
聴
が
さ
ら
に
進

ん
だ
時
、市
の
対
応
は
。

　
　
　

加
齢
に
よ
る
難
聴
は
一
般
的
で

す
。難
聴
の
度
合
い
が
進
む
事
は

考
え
ら
れ
ま
す
。身
体
障
害
者
手
帳
は
、

医
師
の
診
断
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
ま
す
。

主
治
医
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
　
　

加
齢
性
難
聴
と
、認
知
症
と
の

関
連
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

加
齢
性
難
聴
は
今
の
と
こ
ろ
、

補
う
手
段
は
補
聴
器
が
有
効
。

引
き
こ
も
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、集
会
や

講
演
会
等
で
は
、補
聴
器
で
よ
く
聞
こ
え

る
磁
気
ル
ー
プ
の
利
用
、設
定
等
を
勧

め
、市
民
に
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
医
療
福
祉
部
長
）

　
　
　

要
望
と
し
て
特
定
健
診
の
中
に

聴
覚
検
査
を
取
り
入
れ
る
事
。

高
齢
者
に
は
辛
い
、高
い
補
聴
器
。せ
め

て
、交
換
電
池
代
の
補
助
を
願
い
ま
し

た
。

そ
の
他
の
質
問

恵
那
市
自
治
区
条
例
か
ら
1
年

問答問答

問答問答要

聞
こ
え
る
喜
び
を

分
か
ち
合
う

堀
ほり

　 誠
まこと

遠
とお

山
やま

信
のぶ

子
こ

トンネル工事ヤード（イメージ）

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　
市
民
の
多
く
は
「
家
族
に
負
担

を
か
け
た
く
な
い
か
ら
病
院
や

施
設
へ
入
り
た
い
」と
感
じ
て
い
ま
す
。

で
も
介
護
・
医
療
従
事
者
は
「
専
門
職

が
連
携
す
れ
ば
在
宅
療
養
は
可
能
」
と

の
認
識
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
解
消
す
る
に
は
「
在
宅
介
護
」
に
つ

い
て
市
民
と
専
門
職
と
が
認
識
を
共
有

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
の

学
習
会
等
を
進
め
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
　

現
在
、市
の
認
知
症
カ
フ
ェ
（
さ

さ
ゆ
り
カ
フ
ェ
）
で
は
、
認
知

症
の
み
な
ら
ず
介
護
情
報
を
得
る
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
「
在

宅
の
看
取
り
に
つ
い
て
」
の
課
題
も
整

理
し
、
市
民
へ
の
啓
発
方
法
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
夜
間
排
泄
介
助
や
認
知
症
対
応

で
疲
労
感
を
感
じ
る
家
族
も
あ

り
、
そ
う
し
た
家
族
に
こ
そ
支
援
が
必

要
。
し
か
し
介
護
ヘ
ル
パ
ー
は
常
時
不

足
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
策
定
の

第
2
次
総
合
計
画
で
も
「
多
様
な
福
祉

人
材
を
確
保
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
が
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
　

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
で
子
育
て

中
の
方
を
対
象
に
、
介
護
職
に

つ
い
て
資
格
取
得
方
法
、
資
格
取
得
の

貸
付
制
度
を
情
報
提
供
し
就
労
の
選
択

肢
に
し
て
い
た
だ
く
交
流
会
を
実
施
。

9
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。（
就
労

に
至
る
）
結
果
は
出
な
か
っ
た
が
、
こ

の
取
り
組
み
は
重
要
と
考
え
継
続
し
て

い
き
ま
す
。�

（
医
療
福
祉
部
長
）

そ
の
他
の
質
問

多
様
な
寄
附
メ
ニ
ュ
ー
の
ふ
る
さ
と

納
税
で
歳
入
確
保
を

問答介
護
人
材
の
確
保
を

問

答

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
と
支
援
策

①
感
染
予
防
の
取
り
組
み
は
。

②
園
児
、
児
童
、
教
育
環
境
で
の
取
り

組
み
は
。

③
医
療
機
関
の
体
制
、
整
備
強
化
は
。

④
小
規
模
事
業
者
の
支
援
は
。

⑤
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
な
ど
新
年
度
予
算

の
影
響
や
執
行
の
判
断
は
。

　
　
　

①
市
と
し
て
も
非
常
に
危
機
感

を
持
ち
、
国
や
県
の
情
報
に
注

視
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
情
報
共
有
会
議
を
実
施

し
、
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

②
小
中
学
校
は
臨
時
休
校
措
置
を
と
っ

て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
朝
か
ら
の

開
設
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
て
の
居
場
所
の
提
供
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
親
不
在
の
中
、
青
色
回
転

灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る
。

③
今
後
地
域
で
患
者
が
大
幅
に
増
え
た

場
合
の
外
来
対
応
は
、
一
般
の
医
療
機

関
で
診
察
時
間
や
動
線
を
区
分
す
る
な

ど
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
感
染
を

疑
う
患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
一
般
診
察
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
を
疑
う
方
が
受
診
す
る
病

院
を
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
い
く
よ
う

に
、
県
内
で
調
整
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。�

（
医
療
福
祉
部
長
）

④
国
と
県
が
出
し
た
施
策
を
含
め
、
現

在
は
市
内
4
カ
所
に
設
置
し
た
相
談
窓

口
で
情
報
提
供
し
て
い
る
。
今
後
は
、

市
の
支
援
策
と
し
て
、
新
た
に
恵
那
市

独
自
の
資
金
繰
り
支
援
策
の
創
設
な
ど

も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

�

（
商
工
観
光
部
長
）

⑤
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
は
や
む
を
得
な
い
。
地
域

の
経
済
の
こ
と
も
考
え
て
、
ぎ
り
ぎ
り

の
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。
新
た
な
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
費
を
考
え
て
い
き

た
い
。�

（
市
長
）

そ
の
他
の
質
問

令
和
2
年
度
の
政
策
に
つ
い
て

問答

安
心
で
き
る

在
宅
療
養（
介
護
）を

新
型
肺
炎
に
つ
い
て

安
あん

藤
どう

直
なお

実
み

こども元気プラザでの
就労支援説明会

町
まち

野
の

道
みち

明
あき

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　

第
2
次
総
合
計
画
後
期
に
お
け

る
人
口
減
少
対
策
を
始
め
と
す

る
地
域
振
興
に
対
す
る
予
算
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

　
　
　

地
域
に
関
す
る
補
助
金
の
財
源

と
す
る
た
め
、
地
域
振
興
基
金

を
原
資
と
し
た
国
債
等
の
運
用
益
を
こ

れ
ま
で
の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
毎
年

運
用
す
る
中
で
、
継
続
し
て
運
用
益
を

出
す
の
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
同
様
な
考
え
で
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
で
は
、
基
金
の
見
直

し
に
よ
り
、
関
係
す
る
基
金
を
人
口
減

少
対
策
基
金
と
し
て
集
約
し
、
こ
の
基

金
を
取
り
崩
し
て
、
即
効
性
の
あ
る
事

業
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
今
後
、
後
期
の
計
画
に
お
い
て
効

果
的
な
事
業
の
組
み
立
て
と
、
こ
の
基

金
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
考
え
方
を
整

理
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
平
成
30
年
度

の
市
内
へ
の
受
け
入
れ
納
税
額

と
市
外
へ
納
税
さ
れ
た
金
額
は
市
外
へ
の

大
幅
な
超
過
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
う
少

し
増
額
に
対
し
て
の
取
り
組
み
を
す
べ

き
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　

増
額
に
関
し
て
の
取
り
組
み
と

し
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
10
月

か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
返

礼
品
も
公
募
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
今

年
2
月
末
現
在
で
は
、
63
事
業
所
か
ら

2
1
9
品
目
の
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
全
国
的
に
も

年
々
多
く
の
寄
附
を
集
め
て
お
り
恵
那

市
に
お
い
て
も
、
共
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
応
援
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て

い
ま
す
。

寄
附
者
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
て
恵
那
市
の
応
援
団
と
し
て
の

関
係
人
口
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、
今

後
も
寄
附
金
の
増
額
に
向
け
た
取
り
組

み
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。�

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
長
）

問答問

答

　
　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
各
病
型

は
。

　
　
　

即
時
型
、
口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
症

候
群
、
食
物
依
存
性
運
動
誘
発

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
有
り
ま
す
。
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
原
因
と
な
る
食
物

を
摂
取
し
て
2
時
間
以
内
に
一
定
量
の

運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
ま

す
。
呼
吸
困
難
や
シ
ョ
ッ
ク
症
状
の
よ

う
な
重
篤
な
症
状
に
陥
り
ま
す
。

　
　
　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

症
状
の
事
例
と
対
応
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
に
2
件
、
平
成
29

年
度
に
1
件
あ
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
命
に
は
別
条
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も

園
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬
、

エ
ピ
ペ
ン
の
所
持
者
と
管
理
は
。

　
　
　

小
中
学
校
で
は
保
有
者
は
25
人

で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る

保
有
者
は
22
人
で
す
。
こ
ど
も
園
で
は

今
年
度
は
い
ま
せ
ん
。
保
護
者
か
ら
預

か
っ
た
エ
ピ
ペ
ン
は
職
員
室
で
保
管

し
、
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。
使
用
し

た
事
例
は
平
成
28
年
度
、
29
年
度
に
各

１
件
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
で
は
対

象
者
は
何
名
か
、
う
ち
何
名
に

対
応
し
て
い
る
か
。

　
　
　

こ
ど
も
園
の
対
象
者
は
55
人

で
、
54
人
が
対
応
で
き
て
い
る
。

小
学
校
で
は
1
3
6
人
で
28
人
に
対
応

し
て
い
る
。
中
学
校
で
は
59
人
で
6
人

に
対
応
し
て
い
る
。
恵
那
市
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
は
対
象
者
が
多
く
、
ア
レ

ル
ギ
ー
調
理
室
が
な
い
た
め
対
応
で
き

ず
、
岩
村
、
山
岡
、
明
智
の
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、
代
替
や
除
去
食
で
対
応
し

て
い
る
。
恵
那
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

も
令
和
4
年
度
か
ら
順
次
、
試
行
し
て

い
く
計
画
で
す
。�

（
副
教
育
長
）

問答問答問答

問答

地
域
振
興
に
つ
い
て

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

対
応

恵那市学校給食センター

柘
つ

植
げ

孝
たか

彦
ひこ

近
こん

藤
どう

純
じゅん

二
じ

人口減少対策セミナー
の様子（笠置町）

議 会 だ よ り
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一

般

質

問

　
　
　

恵
那
市
公
共
施
設
個
別
施
設
計

画
策
定
に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

　
　
　

当
初
は
、
3
月
に
行
財
政
改
革

審
議
会
を
開
催
、
4
月
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
5
月
に
計
画
確
定

の
予
定
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
審
議
会
も
延
期
な
ど
現
在

対
応
中
で
、
完
成
が
遅
れ
る
予
定
。
9

月
ま
で
に
は
、
審
議
会
を
開
催
し
、
計

画
確
定
さ
せ
た
い
。

�

（
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
長
）

　
　
　

リ
ニ
ア
岐
阜
県
駅
か
ら
近
い
大

井
町
東
地
区
、
7
区
な
ど
に
て

優
良
な
住
宅
地
を
確
保
し
、
都
市
的
土

地
利
用
を
目
指
す
な
ど
リ
ニ
ア
ま
ち
づ

く
り
基
盤
整
備
計
画
（
以
下
「
計
画
」）

の
内
容
は
確
認
で
き
た
が
、
市
全
体
の

今
後
の
住
宅
整
備
等
に
つ
い
て
、
市
長

の
考
え
は
。

　
　
　

説
明
の
あ
っ
た
計
画
策
定
は
、

今
後
す
ぐ
に
取
り
組
む
事
や
将

来
に
向
け
て
行
う
事
な
ど
を
整
理
し
た

内
容
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
青
写
真
と
な

り
、
総
合
計
画
後
期
計
画
に
も
位
置
づ

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
住
宅
地
整
備

は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
市
で
、

年
齢
や
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
元
気

に
働
き
続
け
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
目
標
。

特
に
、
住
む
事
・
暮
ら
す
事
は
、
住
宅

地
の
確
保
が
最
優
先
の
課
題
で
あ
り
、

昨
年
中
は
住
宅
地
開
発
支
援
の
補
助
金

の
条
例
制
定
や
空
き
家
改
修
補
助
金
の

拡
充
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
も
市
民
に
と
っ
て
住
み
続
け
た

い
街
、
若
し
く
は
都
心
を
含
め
た
都
市

の
方
に
と
っ
て
は
憧
れ
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
魅
力
的
な
施
策
を
今
後

取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
の
中
心
に
、
住

宅
地
の
整
備
と
確
保
が
あ
る
。
こ
の
計

画
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
こ
れ
を
大

き
く
上
回
る
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
。�

（
市
長
）

公
共
施
設
等
の

総
合
的
な
管
理
に
つ
い
て

問答リ
ニ
ア
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

答

公
共
施
設
等
の
総
合
的
な
管
理
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

西
にし

尾
お

　 努
つとむ

３
日　

市
民
福
祉
委
員
会
管
内
視
察

４
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

	

岐
阜
県
市
議
会
議
長
会
議

5
日　

経
済
建
設
委
員
会
管
内
視
察

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

17
日　

全
員
協
議
会

	

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

	

東
濃
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
定
例
会

18
日　

全
員
協
議
会

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

26
日　

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
初
日
）

３
日　

総
務
文
教
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
会

４
日　

市
民
福
祉
委
員
会

５
日　

経
済
建
設
委
員
会

６
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
情
報
共
有
会
議

９
日　

全
員
協
議
会

13
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
情
報
共
有
会
議

	

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
２
日
目
）

	
全
員
協
議
会

	
議
会
運
営
委
員
会

	

各
派
代
表
者
会
議

17
日　

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
３
日
目
）

	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

2
月

3
月

す
る
情
報
共
有
会
議

18
日　

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
４
日
目
）

23
日　

恵
那
市
議
会
定
例
会
（
最
終
日
）

24
日　

全
員
協
議
会

	

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

	

全
員
協
議
会

17
日　

全
員
協
議
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

	

恵
那
市
議
会
臨
時
会

	

全
員
協
議
会

	

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

28
日　

各
派
代
表
者
会
議

恵
那
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
員
会
議

（
３
月
19
日
～
４
月
30
日
ま
で
の
間
）

第
１
回 

３
月
19
日
～
第
26
回 

４
月
26
日

計
26
回

4
月

議
会
活
動
報
告

2
月

５
日　

福
島
県
福
島
市
議
会

・
朝
ド
ラ
放
映
を
活
か
し
た
に
ぎ

わ
い
創
出
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

他
市
町
村
か
ら
の
視
察
受
入
状
況�（
１
件
）

議 会 だ よ り
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男性
51.1%

女性
42.1%

無回答　6.8%

性別

武並町　0.0%／笠置町　0.0%
中野方町　4.5%

飯地町
6.8%

大井町
22.7%

長島町
19.3%

山岡町
9.1%
岩村町
8.0%

住まい

東野　2.3%
三郷町　3.4%

市内　1.1%無回答　3.4%

市外　8.0%

上矢作町
5.7%
串原　0.0%
明智町
5.7%

質疑内容に
興味がある
29.5%

議員の
応援のため
22.7%

市議会や市政に
興味がある
36.4%

その他　2.3%
各種団体や知人に
誘われた　8.0%

無回答　1.1%

60歳代以上
84.2%

40歳～50歳代
13.6%

年代

20歳～30歳代
1.1%

20歳未満　0.0%
無回答　1.1%

6～10回
27.3%

11回以上
30.7%

初めて
12.5%

2～5回
28.4%

無回答　1.1%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60% 53.4%

13.6%
4.5%

34.1% 30.7%

3.4%

本
会
議
の

審
議
内
容

議
決
結
果

議
会
日
程

そ
の
他

各
委
員
会
の

審
議
内
容

会
派
や
議
員
の

活
動
状
況

議会傍聴アンケート
（回答数  88件）令和元年

あなたの性別、年代、お住まいの地域をお答えください。

傍聴に来られた目的、理由は何ですか。

議会の傍聴は何回目ですか。

市議会の活動に関する情報で、あなたが
知りたいと思うのはどのような情報です
か。（複数回答可）

Ｑ1．

Ｑ3．

Ｑ2．

Ｑ4．

議　会 人　数
3月議会 29名
6月議会 25名
9月議会 20名
12月議会 21名
計 95名

令和元年　定例会傍聴者数

※人数は定例会のみ
（臨時会・委員会は含んでおりません）傍聴者に、傍聴の感想や議会への要望などについてのアンケートを実施しました。

議 会 だ よ り

－ 14 － 2020.6.1



理解できた
51.1%あまり理解

できなかった
6.9%

よく理解できた
17.0%無回答

25.0%
理解
できなかった
0.0%

広報紙「えな議会だより」
36.4%

議員から直接
18.2%

ケーブルテレビ
1.1%

新聞記事
1.1%

議会報告会　1.1%

市議会ホームページ
19.3%

議員だより
14.8%

無回答　4.5%その他　3.5%
フェイスブック
0.0%

・時間をみて、また、参加したい。
・若い人、老人が安心して暮らせる恵那市でありますように。
・市民の声を良く聞いて議会に反映していただきたい。
・女性や若い人の意見や希望などを市政にしっかり反映できるように、女性及びより若い年代の人に議
会で活躍してほしい。

・市民の小さな意見を拾って欲しい。
・市民の声を届ける場として、多くの議員の皆さまの活躍を望みます。
・学生に見学してもらう機会はないですか。会場を見ることで、「ここで市政が議論されているんだ」
と気づいてもらえると、何かいい発言があるかもと思いました。また、市HPを見るきっかけになる
のではと感じました。

・口頭のみのやりとりだと分かりづらい点がありました。手元資料やプレゼンテーションなど取り入れ
て、より市民が傍聴しやすい環境を作っていただけたらと思います。

・岩村、上矢作、串原の公園の少なさに驚きました。子育てしやすいまちづくりのために、ぜひ、設置
を望みます。各地域からも地域協議会等で具体的な要望を出していきたいです。

・恵那市の財政状況がよく分かる内容でした。国保について、子育て支援の視点からの切り込みは納得
でした。安心して子どもが産め、しいては人口増加に繋がることになるので、ぜひ、国に向けて支援
を求めて欲しいです。

・もっと多くの市民に傍聴体験を市長の肩が凝らないように伸び伸びやって知恵を出して欲しい。
・市民会館の取り壊し予定が、施設状況の調査・修繕や市民の声を聞き、今後のニーズを考える中で計
画の見直しが行われている答弁、大変嬉しく聞きました。今後もこのような柔軟な姿勢をお願いいた
します。財政負担と市の活性化、難しいですね。長期を見通した財政計画をよろしくお願いします。

・答弁が長い。
・地域交通について…デマンドバスは町内だけの運行では利用者が少なすぎる。町内以外への用事（病
院、恵那駅、市の施設、買い物等）が多いのに、町外への交通手段がないのではデマンドバスの意味
がない。市民に寄り添うデマンドバスではない。もっと考えてほしい。

・前より聞こえが良くなりました。残響というか、こもったような音声があり、もっとよくならないか
なと思いました。

・議員さんの質問に対して丁寧に答えていらっしゃった。知らないことが多くあり、勉強になった。
・少し耳が悪いため空調設備音が耳ざわりでしたが、途中、調整して下さり聞きやすくなりました。
・生の声で聞けたことで、関心が高まりました。回答も大変分かりやすく、傍聴してよかったです。

恵那市議会全般について、ご意見、ご要望がございましたら､ ご記入ください。

今回、傍聴されて気づいた点がございましたら､ ご記入ください。

議会での発言はよく分かりましたか。 市議会の情報について、どこから情報を得ていますか。

Ｑ8．

Ｑ7．

Ｑ5． Ｑ6．

議 会 だ よ り
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次回の議会だよりは、9月 1日の発行を予定しています。

『
明
智
町
八
斗
蒔
の
彼
岸
桜
：
遠
山
桜
』

　

四
月
初
旬
、
春
ま
だ
浅
き
春
寒
の
砌

み
ぎ
り
、

対
岸
の
遠
山
桜
が
満
開
と
な
っ
た
。

　

樹
齢
四
百
年
超
と
伝
え
ら
れ
る
姥
桜
だ

が
、
見
事
な
開
花
模
様
で
あ
る
。

　

春
風
に
誘

い
ざ
な
わ
れ
る
ま
ま
、
酒
肴
を
携
え

て
、
桜
花
散
る
下
で
の
花
見
酒
と
洒
落
込

ん
だ
。
柔
ら
か
な
風
に
漂
う
花
び
ら
。

「
盃
を　

掠か
す

め
ひ
と
ひ
ら　

桜
舞
ひ
」

　

季
節
は
移
ろ
い
、
桜
吹
雪
の
後
に
若
葉

が
出
始
め
葉
桜
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
。

「
葉
桜
と　

な
れ
ど
恋
し
き　

故
里
へ
」

　

閑
話
休
題

　

世
情
誠
に
喧

か
ま
び
すし

き
折
か
ら
、
敢
え
て
風

流
を
認

し
た
た
め
て
み
ま
し
た
。

�

（
Ｈ
・
Ｈ
）

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長　

佐
々
木
透

副
委
員
長　

橋
本
平
紀

委
　
員　

柘
植
孝
彦　

中
嶋
元
則

　
　
　
　

遠
山
信
子　

安
藤
直
実

　
　
　
　

町
野
道
明

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

表
紙
の
説
明

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
よ
る

４
月
臨
時
会
の
様
子

笠
置
ダ
ム
は
、
木
曽
川
中
流
部
の
飯
地
町
と
瑞
浪
市
大
湫

町
の
境
に
建
設
さ
れ
た
水
力
発
電
専
用
ダ
ム
で
、
1
9
3
6

年
（
昭
和
11
年
）
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
笠
置
ダ
ム
で
堰

き
止
め
ら
れ
た
ダ
ム
湖
は
、
笠
置
峡
と
し
て
親
し
ま
れ
四
季

を
通
じ
て
風
光
明
美
な
景
色
を
彩
り
ま
す
。

今
年
か
ら
ダ
ム
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
中
で
、
ダ
ム
湖

の
水
位
が
6
ｍ
程
下
げ
ら
れ
普
段
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い

木
曽
川
湖
畔
が
現
れ
ま
し
た
。
ダ
ム
が
出
来
る
前
の
写
真
で

し
か
見
た
こ
と
の
な
い
景
色
は
、
も
う
し
ば
ら
く
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
笠
置
峡
の
中
で

ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
練
習
場
の
整
備
を
恵
那
市
が
行
っ
て
、ボ
ー

ト
や
カ
ヌ
ー
な
ど
の
様
々
な
団
体
や
チ
ー
ム
の
練
習
場
と
な

り
、
来
年
開
催
と
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
出
場
予

定
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
カ
ヌ
ー
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と

し
て
も
決
定
し
て
い
ま
す
。

主
な
出
来
事

昨
年
12
月
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
世
界
中
を
震
撼
さ
せ
、
今
や
４
０
０
万
人

を
も
上
回
る
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
る
中
、

日
本
国
内
に
お
い
て
も
１
万
５
千
人
強
の
感
染

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
に
例
の
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
異
常
災

害
は
、
国
内
の
機
能
を
完
全
に
麻
痺
さ
せ
、
経

済
を
は
じ
め
生
活
者
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
現
状
で
す
。

日
本
政
府
を
始
め
、
各
自
治
体
は
４
月
に
発

令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
の
中
、
新
た
な
支
援

策
を
検
討
す
る
一
方
で
、
一
人
一
人
が
国
や
自

治
体
の
方
針
に
自
ら
積
極
的
に
協
力
さ
れ
、
全

て
の
国
民
が
一
日
も
早
い
終
息
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

出
口
の
見
え
な
い
中
、
今
後
恵
那
市
議
会
と

し
ま
し
て
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
下
、
市
政
行
政
が
一
体
と
な
り
新
た
な
対
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

現
状
、
市
議
会
と
し
て
の
対
策
と
い
た
し
ま

し
て
、
傍
聴
席
へ
の
入
場
自
粛
を
お
願
い
し
、

感
染
防
止
の
た
め
議
場
で
は
、
議
席
を
移
動
し

て
の
対
応
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

全
て
を
元
の
暮
ら
し
、態
勢
に
戻
す
た
め
、そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
て
ご
尽
力
を
賜
っ
て
お
ら
れ
ま
す

皆
様
へ
感
謝
の
意
を
お
伝
え
申
し
上
げ
、
こ
れ
か

ら
も
誠
心
誠
意
、
対
策
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

往
年
の
姿
を
現
し
た
笠
置
峡

水位が下がった湖畔が見える笠置峡

議 会 だ よ り
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